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1. 本発表の視座

連弧文上器は、加曽利 E式期の中頃に盛行する上器群で、関東地方西南部の武蔵野台地や多摩丘陵、相

模原台地を分布の中心とする。関東地方西南部は、関東平野の加曽利E式土器、そして中部高地の曽利式

士器という中期後葉を通して存続する二つの士器型式が接触する地域として知られている。当該地域では、

加曽利 E式と曽利式が同じ遺跡や遺構から伴って出士し、また両者の器形や文様が入り混じった折衷土器

が多数製作されることが一般的で、連弧文土器の出現にはこうした地域的特色が大きく作用したものと考

えられる。

連弧文士器は、出現から間もない加曽利 E2式の後半期には盛行し、関東地方西南部では加曽利 E式や

曽利式を凌ぐほどの出土量に達する。しかしながら加曽利 E3式期になると、多摩丘陵や武蔵野台地西部

では文様の粗雑化とともに急速に減少傾向に転じることとなる。他方、当該期の武蔵野台地東部から関東

地方東部では、加曽利 E3式の地文磨消手法を用いた連弧文土器が多く見られることから、加曽利 E2式か

ら加曽利 E3式にかけ、連弧文士器の分布域が東方へ移動した可能性が指摘されている。こうした加曽利

E3式期における連弧文士器の様相は、従前の多摩丘陵や武蔵野台地を中心とした連弧文士器研究では資

料的制約から末だ検討の余地を多く残している。そこで本発表では、連弧文上器の衰退過程を明らかにす

る視点から、千葉県域における連弧文（系）土器の様相を整理し、上記の検討課題へのアプローチを試み

た。なお本稿での引用文献については、シンポジウム発表要旨ならびにスライドの記載を参照されたい。

2. 連弧文（系）土器の型式学的特徴

本節では、千葉県域での検討の前提として、武蔵野・多摩地域における連弧文土器の様相を、定義と某

本パターン、型式要素のバリエーション、編年、各段階の時期と併行関係、各段階の特徴、分布の各項目

について（大網 2016) に従い整理した。また連弧文系士器については、連弧文土器の主文様以外の型式

学的特徴を有しながら主文様のみ欠落する上器群（桐生 1981) や、連弧文上器の主文様と施文域に関す

る某本パターンに当てはまらない上器群とした。

3．千葉県における連弧文（系）土器の型式学的特徴

まず千葉県内で出士する連弧文（系）士器について、施文域構成別に型式学的特徴を検討した。施文域

2帯構成の連弧文（系）士器では、主文様は弧線文・波状文、地文は撚糸文が多く、次いで縄文となる。

口唇部・頸部文様には交互刺突文・円形刺突文•平行沈線文があり、胴部文様は二本沈線による懸垂文や

逆U字状文が主体で、単沈線による長方形区画文や逆 U字状文では地文磨消を伴う例が多い。施文域 3帯

構成の連弧文（系）士器では、型式学的特徴は 2帯構成のものとほぼ同一であるが、主文様は口縁部と頸

部に集約され、胴部は懸垂文や区画文のみとなる傾向が指摘される。連弧文系士器では口縁部のみ主文様

が施される例が多く、主文様の下位には懸垂文や区画文が付帯し、両者が連結して Y字状の文様となる一

群も確認される。また弧線文・波状文を施す浅鉢形上器も一定数確認された。
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次に連弧文（系）士器と他型式との共伴事例について、千葉県内を県北部・県中央部・県南部に分け、

新地平編年との対比を試みた。県北部では、松戸市や柏市を中心として、 llc期から 126期まで出上が確

認された。県中央部では、千葉市や市原市を中心として、 12期を中心とするものの、やはり県北部と同

様の時間幅での出士が確認された。しかし木更津市や南房総市を中心とする県南部では、連弧文士器 l段

階に相当する新地平編年 11b期から出土が見られ、 llc期には一定数が確認される一方で、 12期以降は事

例が減少する傾向が看取された。このように、千葉県内では連弧文（系）上器の出上傾向に一定の地域差

が確認された。

4. まとめ

検討の結果、房総における連弧文（系）土器は、関東地方西南部と型式学的特徴に共通性が高く、量的

にも連弧文土器の主体分布域の一つとして認識しうることを指摘した。時期的には連弧文土器 l~2段階

から型式情報の伝播・定着が確認され、連弧文士器 3段階に主体的な分布を示すようになり、地文に撚糸

文や縄文が多い傾向は武蔵野台地東部の土器様相との類似性が看取された。

また、「千葉型連弧文上器」（戸田 2010) を含む、地文磨消手法を用いた連弧文上器が多く分布するこ

とから、連弧文土器は 3段階において東京湾岸に分布の中心を移し、当地で土器群に一定の斉一性が生じ

ていることを指摘した。連弧文士器は、 1段階（出現期）が関東山地東縁部、 2段階（盛行期）が関東地

方西南部の台地・丘陵というように、分布の中心が時期ごとに変遷している可能性が想定され、今回の検

討により 3段階（衰退期）にはさらに東方への移動が追認された。またそれとともに、連弧文上器の消滅

過程を考察する際に東京湾岸地域の土器群に着目する必要性を確認した。

地文磨消を伴う連弧文士器は、千葉県にとどまらず、関東北部や東北地方南部にまで波及することが知

られている。こうした現象は、本シンポジウムで検討された曽利系士器との共通性が指摘される。一方、

関東地方より西方の地域では、上記の連弧文上器と加曽利 E3式上器が少なくとも東海地域まで分布する

ことが確認されている（大網 2015)。こうした東京湾岸地域から発する上器情報の広域伝播現象について、

今後詳細な検討を重ねていきたい。
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